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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成29年11月29日に提出いたしました、第16期（自　平成28年９月１日　至　平成29年８月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に誤りがあり、また、金融商品取引法第24条第６項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第17条第１

項により添付することとされている書類の添付誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告

書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
１）第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

 

２）添付書類の招集通知の添付誤り

 

３）添付書類の定款の添付誤り

 

３【訂正内容】
１）訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

EDINET提出書類

日本ＰＣサービス株式会社(E30999)

訂正有価証券報告書

2/3



第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　　（訂正前）

　当社グループを取り巻く環境は、スマートフォンやタブレットなどのモバイル端末の普及に伴いパソコンの国内出

荷台数が引き続き減少しており、今後も厳しい経営環境が続くものと思われます。一方、環境問題等で拡大が見込ま

れるスマートハウスの分野等、新たな分野への進出も積極的に推進しております。

　こうした状況の中で当社グループは、人材の確保と教育による企業理念、経営理念を継続的に実践し、社会から

信頼され、お客様や提携企業様に安心安全なサービスを提供するため、以下の事項を対処すべき課題として認識して

おります。

（後略）

 

　　（訂正後）

　文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

　当社グループを取り巻く環境は、スマートフォンやタブレットなどのモバイル端末の普及に伴いパソコンの国内出

荷台数が引き続き減少しており、今後も厳しい経営環境が続くものと思われます。一方、環境問題等で拡大が見込ま

れるスマートハウスの分野等、新たな分野への進出も積極的に推進しております。

　こうした状況の中で当社グループは、人材の確保と教育による企業理念、経営理念を継続的に実践し、社会から信

頼され、お客様や提携企業様に安心安全なサービスを提供いたします。

(1）会社の経営の基本方針

　当社グループは、「１人ひとりのお客様に最適なスマートライフを！」を企業理念に掲げ、自宅やオフィスで

利用するパソコンに限らず、スマートフォン・タブレット端末、デジタル家電をはじめとしたネットワーク機器

やHEMS（HOME ENERGY MANAGEMENT SYSTEM）に至るまで、あらゆる機器に関するサポートサービスをワンストッ

プで提供することに努めております。１人ひとりのお客様に合わせた最適なスマートライフ（ホームネットワー

クの導入であらゆる機器がつながることで、より便利で快適に過ごすことができる生活環境）の実現に向け、エ

ンジニア集団としてではなく、コンシェルジュサービスを提供するスペシャリスト集団として挑戦し続けてまい

ります。

　また、社会貢献、法令遵守の徹底、適正な利益の追求、経営の透明性と健全性の確保等を通じて、株主や取引

先等のステークホルダーの皆様にも喜んでいただける会社として継続的に取組んでまいります。

 

(2）目標とする経営指標

　当社グループは、収益基盤の構築による利益確保を優先事項として認識しており、売上高、営業利益、営業利

益率を経営上の重要な指標として位置付けております。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

　当社グループは、ホームネットワークのスペシャリストとして、ブランド力、対応力、品質力、組織力の４つ

の力で市場を開拓していくことを中長期の経営戦略に掲げ、認知度の向上やトラブル対応領域の拡充によりホー

ムネットワークにおけるサポートサービスのスタンダード化を推進してまいります。

　中期経営計画においては、中長期ビジョンの達成に必要な経営資源を積極的に投入し、新たな集客・アプロー

チ方法による集客力の向上、「家まるごとサポート」のサポート領域拡充及びサービス内容の更なる充実、適正

人員の配置と人材教育を進めてまいります。

 

(4）会社の対処すべき課題

　以下の事項を当社グループの対処すべき課題として認識しております。

（後略）

 

２）訂正後「招集通知」を再添付

 

３）訂正後「定款」を再添付

 

以上
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